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杉本　よろしくお願いします。
　まず益川さん
の大学院生時代
の話を伺いたいん

ですが、どんな雰囲
気だったのですか？

　　　益川　名古屋大学の当時
　　のシステムとしては、大学院
　に入りますね。その時に、実
　験志望の人は志望の実験室へ
配属される。理論はね、配属さ
れない。まだ決めるのが早すぎ
るって。1年くらいは理論の各研
究室をまわる。マスター論文を
書く段階で配属が決まるわけで
すね。大学院でドクターに入って
も、即、教室会議メンバーとい
うことにはならない。研究室へ
配属されて、みんな見ていて、こ
の人は一応学ぶ立場から研究の
スタートラインについた、という
段階で推薦を受けて、教室会議

で承認されれば研究員になると、
そういうシステムだったんです。
まあ、何はともあれ研究員になっ
た。その次に起こった傑作な話
がね、当時はマスターを卒業して
ドクターに行くときは試験をされ
た。ペーパーテストじゃなく面接
だったけれど、院生にとっては余
り好ましいことではないわけ。だ
からあれは止めさせろということ
で、院生の集まりでマスター・ド
クター一貫という方針を出した。
次に、それを決めるのは教室会
議の教育委員会だから、教育委
員会に立候補して、中に入れば
発言できるというので、院生は相
当数いるから誰か入れようという
ことになって、口数が多い益川が
良いだろうと、放り込まれた。そ
うしたら院生が入ってくると対等
だ、デューティーも対等だという
のでね、学部学生の授業のカリ
キュラムを作っているカリキュラ
ム委員会に放り込まれた。
杉本　え、そんな仕事？院生の
頃ですよね。
益川　敵もさる者でしょ。で、
何はともあれマスター・ドクター
一貫を唱えなきゃいかんというの
で、教育委員会で発言するわけ。
すると、それを検討する小委員
会を作ろうということになって、
その中には早川先生1 が入ってい
るわけ。で、小委員会開いたら、
誰を小委員長にすべきかと……そ
したら僕だと。
杉本　（笑い）
益川　院生だよ。まあ、先生方
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杉本　そうですか。
益川　質の高い論文を書かなけ
ればならないという意識はあった
んだけど、実践はしていなかった。
杉本　行き詰まったり、悩んだり
とかいうことはあったんですか。
益川　僕はね、人間的には行き
詰まる立場じゃないの、そういう
性格じゃない。
杉本　へえー。

益川　行き詰まるような局面で
は何が問題で、どうなのかという
ことを分析して、それに対応する
という立場だから、自分で分析
してね、このテーマは自分に対し
て荷が勝ち過ぎているというんだ
ったら、悩まずに他に転身する。
概ねは、何が困難で今これがで
きないのかということを、一応自
分でストーリーを作るんです。そ
んなもの当たるわけないけれど
ね。だけど、そうやって考えてみ
ますとね、事態が進展して新しい
突破口みたいなものが見え始め
たときに良く見えるのです。だか
らCPの時に比較的、世界的に見
ても早かったと思うんです。それ
は、マスターの終わりかドクター
の始めだと思うけど、ジャーナル
クラブ、速報会というものをやっ
ていたんです。今はそんな心配し
なくたってウェブページでクリク
リっとやったら見えるわけね。
杉本　そうですね、はい。
益川　だけど当時は雑誌一種一
冊でしょ。そうすると新着雑誌
の取り合いになる。それで手分
けして新着雑誌を紹介するとい
う会を、E研（名古屋大学の素
粒子論研究室、EはElementary 

Particleを表わす標語）の研究

論文速報会で出会ったCP対称性
の破れ
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に自信があったんでしょうね。ど
ういう結論になってもそれなりに
適当な答にもっていけると。で、
早川先生を部下に従えて小委員
会を開いた。僕の作戦はね、一
体どの段階で、何はともあれ論
文、第一報を書くか、それを10

年くらいの期間についてサーベイ
するわけ。そうしたら、当然マス
ターの2年くらいで書く人もいれ
ば、ドクターの3年くらいに初め
て書く人もいるわけ。バラバラに
決まってるでしょ。だから、試験
でマスター・ドクターを一律に分
けるのはいかがなものかと、そう
いう論理で、5年一貫にしなきゃ
いかんと。
杉本　そうですか。
益川　で、坂田研究室2 に入って、
その後でもよく言われるんだけ
ど、益川は論文を一つも書いて
ないのに威張っていると（笑い）。
僕はね、ドクター論文が一番最
初の論文なの。その前に、岩崎
洋一3 さんが、夏の学校でも名
古屋の連中は威張っている、で、
どれぐらいのものかというんで武
者修行に見えた。だけど、当時
は北京シンポジウムだとか日中
学術交流の学生版とか、夏の学
校の当番校だとかいろんなのが
あって忙しく、ほとんど相手もせ
ずにお帰りいただいた。そうした
ら、大槻昭一郎氏4 から結構長
い時間しぼられた。せっかく仲間
が来ているのに、お相手もせず
に帰ってもらうのはどういうもの
かと。その時に言っていたことは、
箱根から北の方は論文というの
は貫目で測ると。内容でなく。（当
時はまだ尺貫法の時代だった。）
杉本　あ、重さの単位。
益川　そう。良い論文か悪い論
文かじゃなくて量だと。だから俺
達はそんなことはしないっていう
標語なんだけど、それでもゼロだ
から（笑い）。ゼログラムに質な
んかある訳ない（笑い）。

杉本茂樹さんは理論物理学を専門と
するIPMU教授です。京都大学大学
院で益川研究室に所属して博士の学
位を取得しました。
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ね、直接は聞いてないけど、多分、
丹生（にう）イベント10 だと思うよ。
杉本　丹生イベントって何ですか。
益川　宇宙線の中でチャームが
見つかったという、一例だけだけ
どね。本当にそれがそうだったか
どうかということは、難しい問題。
しかし、全体としてみれば、そ
の当時、半信半疑みたいな。
杉本　名古屋ではかなり信じら
れていたのですか?
益川　比較的、信じられていた。
で、小林君と、そのCP対称性の
破れの問題を取り上げてみようか
ということを言いだしたのは、ど
ちらでもなかったと思うんだよ。
その前からカイラルダイナミクス
をやっていて、そして、名古屋に
いるときに小林君がどうも一緒に
名前の入った論文を書いている。
彼はマスターの2年の頃だったか
な。いつの間にか入っていた。だ
けど僕は、自分が入れと言った覚
えがないもんだから、記憶にな
かったけど、「やあ益川さん」っ
て、彼の口調で、こう、口をとん
がらかせて、「一緒に名古屋の時
期にちゃんと書いてますよ」と。
で、見ると確かに論文の中に彼
の名前も入っている。それで、再
び京都で一緒になったんで、取り
上げてみようかと、何かをやろう
かということになった。

杉本　CPの破れというのは、当
時、大きな問題だったんですか。
益川　当時はあんまりそうじゃ
ない。64年だったと思うけども、
フィッチ、クローニンたちの論文
が出たすぐあとに、一人ね、第五
の力、五番目の力を考えて、説
明するというやり方があった。第
五の力が、そもそも、破れをもっ
ているんだという、仮定イコール
結論だからあんまり面白くなかっ
た。だから多少追っかけた人は

けども、あのGIMの論文5 が出ま
した。牧さん6 が論文を書いたと
きに、この論文を益川からインフ
ォームされたと書いてあるんです
が、牧さんが興味をもったのは、
弱い相互作用のhigher orderの
考えから、チャームがあった方が
いいぞということなわけ。僕が面
白いと思ったのは、そうじゃなく
て、その議論の後に、二倍ぐら
いのスペースがあって、どこまで
繰り込み可能かってこと、非常に
丹念に調べてあるのね。
杉本　ふーん、そうですか。
益川　それで、71年……72年に
トフーフトとベルトマンの論文7 が
出て、その頃は京都にいたのだ
けれども、九後君8 によれば僕
はセミナーをやったんだと、何人
か集めて。それでまあ、トフーフ
トが繰り込み可能だといったの
で、じゃあ、ここらへんで放って
おいた問題に取りかかってみよう
かと。CPの対称性の破れを取り
上げる時期が来た、計算可能に
なった、いうことなんですね。そ
のとき小林君9 が考えていたのは

いたけども、ほとんど誰も。で、
その段階で我々が取り上げて論
文を書いた。だけどほとんど無
視。あれはグラショー 11 か、75

年ぐらいに我々のことを知らずに
オリジナルとして書いたのね。
杉本　ふーん。
益川　だけど、それに対して岩
崎さん 3、菅原先生12 たちが評価
してくれた。岩崎さんは基研にお
られたから見ているわけ。で、す
ぐ筑波（大学）に行かれたんで、
こういう面白い論文もあるよとい
って、（高エネルギー物理学研究
所の）菅原先生にインフォームし
て下さった。それで菅原先生は
アメリカに友達がいるから、こう
いう論文があるぞと言ったけれど
も全然問題にならなかったという
ので、パクバサ氏13 と一緒に論
文書いて、アメリカでも物理学会
でも講演されているのかな。菅
原先生は、2つくらいしか違わな
いんだけど、大学ぐらいの時かな、
アメリカに留学されて活躍されて
いたもんだから、当時じゃ大変
有名な先生だった。その先生が、
紹介して下さったということでま
あ、公知され、少しずつリファレ
ンスは増えていった。
杉本　発表された当時は、ほと
んど注目されていなかったのです
か?
益川　牧二郎さんが、四元クォ
ークモデルの論文を書いたとき
に、ちょろっと引用してあるのが
1つで……あとはもう、3年くらい
引かれない。初めて菅原先生た
ちのが……。
杉本　菅原さんたちの論文が出
て、割と知られるようになったん
ですね。
益川　そういうものがあるという
ことが知られて、で、78年かな、
東京コンファレンス14 があったと
きに、南部先生15 がいろんなモ
デルでCP対称性の破れを分析し
ているんだけども、やっぱり、小

室全体でやってた。僕が一番最
初に番が回ってきたとき、三冊か
四冊与えられたんだけど、その
中にフィッチ・クローニンたちの
CP対称性の破れの論文が入って
た。で、読んだけど、最初、こ
れ大したことない、とスキップし
ようかと思った。しかし、なぜか、
一応報告はした。何か変なこと
が起こっているなあというだけで
良くわからなかったけれど、僕の
記憶の中には、なんかヘンテコ
なことがあるぞという認識みたい
なのが残ったんですね。それと、
論文は書かなかったけど、弱い
相互作用の理論の追っかけがで
きた。当時、弱い相互作用を研
究している人はたくさんいたけど、
弱い相互作用を研究してるんじゃ
なくて、弱い相互作用をプローブ
としてクォークモデルを研究して
いるわけ。僕自身は、弱い相互
作用も繰り込み可能なような理
論でやらないとダメだなあという
信念ができた。僕、プレプリント
の段階で年数は覚えてるもんだ
から、僕にとっては69年なんだ

徐々に知られるようになった小林・
益川理論
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6つあるというのが一番魅力的だ
ったのですか?
益川　それは一番面白い。だけ
どその後、なぜ順番を変えたか
ということを小林君と話してませ
んけどね。

杉本　そうですか…。あの、お
風呂の中で思いついたとよく聞く
んですけど。
益川　それはね、まあ、数学だ
ったらね、クォークを100個考え
たっていいわけ。それで一般論
を考えればいいんだけど、素粒
子は実証科学だから、現実にそ
んな100個考えて面白い理論が
できたってね、なかったらしょう
がないわけね。当時としては、3

つは見つかっていた。4つ考えた
ら、面白い理論ができるというこ
とはわかっていた。だから、やっ
ぱり4で片付けようという意識が、
強いんですね。でも、小林君と
色々議論していってもね、うまい
モデルが見つからない。今日の

林・益川で良いんじゃないかとい
うことを、サマリートークの中の
一部で言って下さった。で、そ
の後、E研卒の仲間内の人間が
10人くらい集まって、新宿の百貨
店の屋上のビアガーデンで2リッ
トルのビールを飲まされました。
杉本　やったぞ、という感じでで
すか?
益川　一応、南部先生が、これ
でいいだろうというので、勝利宣
言みたいなものですね。
杉本　なるほど。
益川　で、その後は、完全に記
憶にありません。家までどうやっ
て帰ったか。16（笑い）
杉本　あー、そうですか（笑い）。
小林・益川の論文でも、CPの破
れっていくつか提案されてますよ
ね、ヒッグスが2つあるようなモ
デルとか……。
益川　あれはね、どういうことか
というと、こういうなんです。僕
はほとんど知らないんだけれど
も、坂田先生の坂田モデル17 が
出て、その後にどうしてゲルマン
のオクテット18 に行かなかった
か、行けなかったかということに
興味があったものだから、いろ
んな人に聞きとりをやった。で、
大貫先生19 にお聞きしたらね、
「自分は3次元表現からオクテッ
トを作るやり方は知っていた、知
っていたけども、坂田先生の原
体験がある」と。それは何かとい
ったら、坂田先生は学士論文で
ね、ハイゼンベルグ20 の原子核
構造論の論文を非常に活き活き
と取り上げた。あそこで一番大き
なことは、ニュートロンの発見だ
と。ニュートロンが見つかるまで
は、もう、いろんな矛盾があった。
陽子（p）と電子（e）だけでやる
わけですからね。それが中性子
の発見によって原子核の問題は、
一気に氷解していった。その原
体験があるもんだから、1950年
代の新粒子が続 と々発見されて

いったぐちゃぐちゃしてる世界を、
やっぱりハイゼンベルグのごとく、
何か新しいものの導入によって一
気に解決するんだ、という意識が
あった。で、その時に重要なこと
は、ハイゼンベルグと同じように、
現実にある粒子を、これが素粒
子なんだと。だからpnΛ。その
原体験が非常に強かったから坂
田先生は仮想のクォークに基礎
を置くというような所へは行けな
かった。で、大貫先生がやはり
自分もそういう中で、そういう考
え方に引きずられていたというこ
とをおっしゃった。そこで益川の
方法論。何かと言ったら、現状
の問題を突破口みたいなものが
半分でもいい、見つかったらそ
の段階でそれに凝り固まるんじゃ
なくてね、もう１回元に戻れと。
杉本　なるほど、ほかの可能性
を探るわけですね。
益川　僕はそれをアブストラクシ
ョンと言ってるけれども、半分ぐ
らい成功した方法を、1回抽象化
してみろ、そうしたら、もっとい
ろんな可能性が見えるだろうと。
はじめ、何も解らないときはかな
り具体的なことでないと発見の
道が見つからないけれど、見つ
かっちゃったら、何も、吉田口か
ら登らなくても御殿場口からでも
登れるじゃないかということにな
るわけ。そういうことがあるもん
だから、当時思いつくものを書い
てみようと書いた。で、ミステリ
ーを言うとね、僕はちゃんと6元
クォークモデルを一番最初に書
いた。だけど、小林君に僕の日
本語の原稿を渡したらね、どう
いう考え方かしらないけども、彼
は、一番最後にした。
杉本　あ、順番が変わったわけ
ですか。
益川　そうでしょ、1番最後でし
ょ。
杉本　あ、そうでした。益川さ
んの中では、やっぱりクォークが

言葉でいったらライトハンドカレ
ントを混ぜるという、そんなモデ
ルを作れば何はともあれCP破れ
るじゃないかと言って、小林君に
見せた。僕は多分その段階で小
林君はわかっていたと思うんだけ
ど、慎重だからね。「家で検討し
てきます」と言って、翌日「あれ
はダメです。gA/gVレイショーが
合いません、符号が合いません」
と、却下。それから2人で、どう
したら何とかなるかと、それはも
う4元モデルの中で考えるものだ
という、枠組みみたいなものがあ
るわけね。だから4元モデルを諦
めるという作業が必要で、それ
は、苦しまぎれにね、苦しいから
逃げようという思いを、小林君が
一番最初に抱いてもいいし、僕
が抱いてもよかったわけ。どちら
でも良かった。たまたま、僕の方
が早く諦めた。ねばり根性がない
んでしょうね（笑い）。お風呂の
中でとか、一人だけでいるところ
っていうのは、比較的、具体的
な考察をするんじゃなくて、ボケ
ッと、全体構想を見たり考えるに

お風呂で思いついた6元クォーク
モデル
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はいい場所でしょ。お風呂に入っ
ていて、どっちの方向に行くべき
かというようなことで、もうどうし
てもうまい方法が見つかりそうも
ないし、だから格好悪いけどうま
くいかんという論文を書こうかと、
失敗しましたという論文でも書い
てもう終わりにしようと、俺はも
うこれ以上やるの嫌だと（笑い）。
で、そう思って立ち上がった時に、
何もそんなね、格好悪いことや
らなくても、6元クォークモデル
だったらうまくいくよということを
ね、やればいいじゃない。だか
ら、6にしたらうまくいくってのは
ね……
杉本　もう大体わかっていた。
益川　うん、その前にね、何も
考えないときでも、6にしたらど
うなりますかって誰か質問してく
れれば即答できるぐらいの問題
だったわけ。数勘定だけでしょ。
杉本　まあ、そうですけどね。
益川　それで、思いついて、翌日。
大体10時に小林君が来るんでそ
の時から議論を始めるんだけど、
前日考えた6にしたらうまくいくと
いう方向で論文を書いたらどうか
と小林君に言ったら、彼もほん
の一瞬だけ考えて、そうですねと
言った。それぐらいの問題だった。
杉本　それを思いついた瞬間と
いうのは何か大きな感激はなか
ったですか。
益川　なかったですね。変な言
い方すればね、ああ、これで終
われると（笑い）。
杉本　そうですか（笑い）。
益川　そんなにね、大きな仕事
やったという認識はなかった。む
しろ、岩崎さん、菅原先生、そ
れから寺沢さん21 も、これは良
い論文だという認識はもってい
た。だから、箱根から向こうの人
の方がね、そういう感覚があった
んだと思う。僕は、ただ、前か
ら気になっていたCP対称性の破
れに対して、答えを出したと。で、

こちらでは益川君、本当に6個も
あるの、とからかわれました。
杉本　そうですか、でもその後
実験で次 と々見つかっていきます
よね。その時の気分はどうだっ
たんですか。
益川　いや、もう……どうなんだ
ろう。ライフワークみたいに継続
的にやる人がいるでしょ。この仕
事やったら次こうって。そういう
タイプじゃないもんだから、手放
しちゃったら自分の仕事という感
じを僕はもたない。だからノーベ
ル賞おめでとうございますと言わ
れたときでもね、どっちかといっ
たら、嬉しくはないことはないん
だろうけど、飛び上がるほど嬉し
いっていうような話でもないんで
すね。僕にとっては。ああ、な
んかあそこのあの仕事がね、どう
も賞に値したらしいという（笑い）。
杉本　そうですか。
益川　人によるんだろうけどね、
そこらへんの感覚は。
杉本　やっぱりノーベル賞の話
を聞きたいんですけど、改めて今、
感想を伺えますか。
益川　うーん、日本がちょっと
おかしいんだと思うよ。ノーベル
賞ってのは、アメリカでは多分そ
んなに大騒ぎしないんだと思う。
杉本　しないですね、確かに。
益川　サラッとね、知っている人
ぐらいは一言、おめでとうと言う、
それぐらいで僕は済ませるべき事
柄だと思いますね。
杉本　そうですか。なんか、生
活が変わったりとかありますか。
益川　生活といえば、僕の性格
がいけないんだけども、講演と
かね、インタビューって頼まれる
とあんまりイヤといえない性格だ
から、そのおかげで（笑い）。
杉本　忙しくなりましたか。
益川　うん、そういう意味では。
それともうひとつ、僕は結構漫才
キャラで面白いこと言うでしょ。
だから、テレビで覚えられちゃう。

杉本　（笑い）
益川　いろんな所で、握手を求
められたり、サイン求められたり。

杉本　最初のほうで聞きそびれ
たのですが、坂田さんの思い出
というか、どんな方だったのです
か?
益川　当時は、学術会議の仕事
で、週単位で行き来している先
生。で、Ｅ研のこの勤務室に現
れた時は、先生にとっては、リ
ラックスする時間なの。だから、
概ねおかしなことしか言ってな
い。
杉本　そうですか。
益川　コロキウム室でね、はじ
めのうちは聞いているけれど、そ
のうちに新聞読みだすわけ。新
聞も一通り読むと、お茶沸かして
お茶汲み始める。あ、止めろっ
てことだなって（笑い）。ある日、
コロキウム室でやっていたら、停
電になった。そのとき先生、運
悪くね、ぱっと正面見ちゃった。
そうしたら電気時計が動いてい
るわけ。
杉本　はい。
益川　誰かがね、停電だと言っ
たわけ。そしたら、「いや、時計
動いてるよ」って。
杉本　電池で。
益川　そう、すぐそれに気が付
いた。そこで、「停電というのは、
電磁相互作用が切れることであ
って、今起こっている現象は、送
電が中止されたというべきであ
る」と。
杉本　（笑い）
益川　一事が万事こんなの。そ
の坂田先生がね、基研の『模型
と構造』という、先生が主催し
ていた研究会に行くと、最後の
日にサマリートークする。そうす
るといいこと言いよるわけ。
杉本　（笑い）

益川　先生、だったらE研で話
をして下さいって言いたくなった
んだけども（笑い）。だから我々
はね、基研でやっている研究会
の時にね、本当に耳をそばだて
て聞いてた。
　研究室経営という考え方がね、
先生の中にもあったと思うけど
も、色んなことよく考えて見えた。
例えば、研究グループがどういう
機能を持っていたらいい研究組
織になっていけるかという。それ
で有名な言葉にね、「最良の哲学
と最良の組織、これがあればい
い研究が出来る。自分は只野凡
児である」と。戦前に4コマ漫画
にあったのね。それに風貌が似
てたもんだから、朝永先生22 な
んか文章にしておられるけれど、
只野凡児というあだ名が付いて、
で、いやがらなかった。だから
おまえ達、若者もね、ここで育
てば、最良の哲学と最良の組織
があるんだから、いい研究が出
来るんだぞと。で、僕はだまされ
て、一生懸命（笑い）。
杉本　僕は、益川さんの研究室
に入ったとき、益川さんが直接
言われたか覚えていないんですけ
ど、「先生」と呼ぶんじゃないと
言われてましたよね。
益川　この考え方はね、我々の
素粒子論グループの中では、木
庭先生。23  基研の教授の時に、
木庭『先生』と言うとね、「私は
あなたにお教えしたことはござい
ません」って、返事してくれない。
そんなこんなで、坂田先生は、
自分がちょっとおかしなこと言っ
てもね、若いのは「違うんじゃな
いですか」と言えないだろうと、
だから基本的にそういう議論が
対等にできるためには上下関係
があるような組織ではいけないと
いう、そういう思いだったんでし
ょうね。僕は先生がそんなことお
っしゃったことは聞いたことはな
いけれども、先輩から伝わってく

坂田先生の思い出
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るわけ。
杉本　そういう伝統があったんで
すね。ちょっと変なこと聞きます
が、益川さんは坂田さんに対して
「坂田先生」と言われてますよね。
益川　だって、実際に先生だもん。
杉本　（笑い）。いやいや、益川
さんから先生と呼ぶなと言われ
たんだけど。
益川　いや、坂田先生には言え
なかった。湯川さん24 は湯川さん
ですよ、僕は。
杉本　あ、そうですか。
益川　そこの関係は面白くてね。
僕、ここの院生の頃にね、基研
へ行った。お昼はね、我々もご
相伴にあずかる。そうすると、見
慣れないちっちゃい奴がいるけ
ど、「君、どこの学生かね」って
いう。だから、「坂田先生の名古
屋からきました」と。で、どうい
うこと考えているとか多少議論す
る訳。そうすると言葉の端々に
坂田先生を尊敬するようなことが
入ってくる。しょうがないでしょ。
そうすると、湯川先生が段 、々段々
厳しくなる。
杉本　（笑い）。そうなんですか。
益川　あの年になってもね、そ
れぐらい、競争心というか。
杉本　ライバル意識ですか。
益川　そう、ライバル意識。反
対にね、湯川先生が1日だけ名古
屋に見えた。そしたら、湯川先
生の大きなカバンをね、サッと
取ってドアをスッと開けて通すわ
け。師弟の関係をちゃんと実行し
ている。で、僕は、坂田先生と
議論しあうと、少しはうしろを歩
いているわけね。本来だったら、
ドアがあったらサッと開けて、先
生を通さなきゃいけない。僕は
先生に開けさせて通ってました。
杉本　（笑い）
益川　気がつかなかったの。通
ってからしまったと思った（笑い）。
坂田先生はね、そういう意味で、
モラルとか価値観の上でもね、

上の人、先輩に対しての振る舞い
方と、若手に対して、自分が振る
舞い、振る舞わせるのが価値観
が違うわけ、表現形が違うのね。
なんていうかな。二重性格。

杉本　そうですか。では、最後
に、KMI（Kobayashi-Maskawa 

Institute）、素粒子宇宙起源研
究機構ですね。これについて、
どういう方向を目指しているのか
とかいうことを。
益川　基本的にはね、宇宙は宇
宙。こちらを立ち上げたのは山
脇君。25 彼は、素粒子には階層
性があるという立場でしょ。今の
クォークにもやっぱり構造がある
と言ってる。彼が中心で、そうい
う方向になっていきます。
杉本　ノーベル賞を取るような新
しい研究を目指すのですか。
益川　直接そういうことはないで
す。結果として、良い仕事のうち
の、ある種の仕事がノーベル賞に
値する。僕は、取るぞと言ってか
け声かけて取るものではないと。
しかし、やはり根元的なことを説
明するということをいつも念頭に
置いておくんでしょうね。仕事し
なきゃいかんから、ペーパーを書
きやすいようなテーマでなんかや
るということはある。僕はそれを
否定しない。そういうアプローチ
は大事なんだけども、その頭の
隅でね、根元的なことに対する
疑問に対して答えるという、そう
いうものを探すという指向性はい
るんでしょうね。
杉本　KMIには多元数理の所属
の、物理に近いような人も入って
いますね。だから、自然界を記
述するというところと、ちょっと
違う方向性もありますね。そうい
う何か違う分野との連携は、ど
う形で進めていくのが良いと思い
ますか。

KMIとIPMU：最初は素朴な人的交
流から

Interview

益川　一番ベースは人間関係だ
ろうと思います。日常的に、飯食
った後に無駄話するような機会
があるとか。そういう中で、両方
にとって興味深い問題が出てくる
んだと思う。その先はやり方は
色々ある。自分はこれが専門だ
と決めてかからない方が良いと思
う。自分はこういう道で一生懸
命やってきた、故にこういうとこ
ろに技術があるぞ、知識はある
ぞという、それをベースにして違
ったスキルを持った人達と一緒に
仕事をすれば、もっと大きな仕
事ができるんだと僕は思うんだ。
杉本　僕が今いる「数物連携宇
宙研究機構」には本当に純粋な
数学をやっている人もいるんで
す。どうやって連携していくかと
いうのが結構大きな課題だと思
うのですが、そういう意味でKMI

と割と近いところがあるような気
がします。IPMUとKMIのなんら
かの連携の可能性があるとした
ら、どういう形がありますか。
益川　初めは素朴な交流だと思
う。セミナーに呼んで、面白いこ
と言っている奴いるぞとか、それ
でもっと本格的に、半年ぐらい来
いよとかね。そういうものをベー
スに、お互いのことがわかった段
階で、継続的に研究ができるよう
な機構を考えようかということに
なるんだと思う。やっぱり僕は一
番最初は人的交流だと思います
ね。素朴な交流も含めて（笑い）。
杉本　酒を飲んだりとか。
益川　まあ、そこまでいかなくて
もいいけど、それに近いことね（笑
い）。
杉本　長い間どうもありがとうご
ざいました。
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